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広報うおづ (2)平成元年 8月

国
際
化
社
会
が
進
む
な
か
、
当
魚

津
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
タ
イ
王
国
チ

ェ
ン
マ
イ
市
と
友
好
親
善
都
市
の
提

携
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

チ
ェ
ン
マ
イ
市
は
タ
イ
の
首
都
パ

ン
コ
ッ
ク
か
ら
北

へ
約
七

0
0
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
高
原
地
帯
に
位
置

し
、
ラ
ン
ナ
ー
タ
イ
王
国
の
王
都
と

し
て
七

O
O
年
近
い
歴
史
を
有
す
る

古
都
で
す
。
そ
し
て
タ
イ
の
人
々
が

H

北
の
パ
ラ
。
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
堀

に
固
ま
れ
た
市
街
地
や
旧
跡
と
と
も

に
、
蘭
の
咲
き
乱
れ
る
静
か
で
田
園

の
趣
き
を
残
す
美
し
い
街
で
す
。

ま
た
チ
ェ
ン
マ
イ
県
の
県
庁
所
在

地
で
も
あ
り
、
北
部
十
七
県
の
行
政
・

経
済

・
産
業

・
学
術

・
文
化
の
中
心

地
と
し
て
発
展
し
て
お
り
;
微
徐
み
"

の
国

H

タ
イ
を
代
表
す
る
都
市
で
も

あ
り
ま
す
。

日 時 行 手呈

月8 16:40 -魚津着

-17:40 -歓迎式
7 

於市役所前公園日

月
夜 魚津まつり

、__， 七夕と灯縫流し(経団)

9: 15-10:50 -魚津市役所訪問

8 
11 :00 -市内視察

月 一17:00 保育園・水族館等

8 17:30- -友好親善都市盟約調印式

日 及び記念レセプション
".町、

於魚津平安閤火
、』〆

夜 魚津まつり

花火大会と「たてもん祭」

月8 9 
-中部山岳国立公園視察

黒部第四ダム・立山等

日 夜 魚津まつり

水 せり込み蝶六踊り街流し

月81日0 9:00 -記念植樹及びお別れセレ

木
-9:30 モニー

於市役所前

訪問される方がた
フ方ング スパヴアント

Mr.PHONG SUPHAWASIT 
サヴェク キyティクル

Mr.SAVEK悶TTIKUL
ヴ方ラコン 7ントラノント

MI'. VORAKORN TANTRANONT(市長)
サ ンチャイ オサタバン

Mr.SANCHAI OSATHAPHAN (副市長)
プラサート ザナリス

Mr・.PRASERTTHANARITH 
マニ y ト カ:--7ン?

MI'.MANIT KANTASIMA 
ウドム ニムチャロエノ

Mr.UDOM NIMCHAROEt 

国
家
聞
の
相
互
依
存
関

係
の
深
ま
り
つ
つ
あ
る
今

日
、
魚
津
市
も
国
際
社
会

の
一
員
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
せ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

両
市
は
今
後
と
も
教
育
・

文
化

・
産
業

・
経
済
等
幅

広
い
分
野
で
交
流
を
図
り

友
好
親
善
の
促
進
を
考
え

て
い
ま
す
が
、
今
、
は
チ

ェ
ン
マ
イ
市
長
以
下
六
名

の
皆
様
は
魚
津
ま
つ
り
を

中
心
と
し
て
、
別
表
に
掲

げ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

行
動
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
温
か

い
歓
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

(議長)

(副議長)

(市会議員)

(副市長)

祝

紘

一動
燃
・
表
彰

勲
四
等
旭
日
小
綬
章
(
追
贈
)

魚
津
市
大
海
寺
新

五
番
地
の
四
三

元
一
等
陸
佐

故
朝
田
新
一

氏

(市会議員)

民

さ
ん

(
邸
歳
)

魚
津
市
本
江
新
町9

の
8

民
生
委
員
児
童
委
員

久
津
谷
正
子
き
ん

(
臼
歳
)



平成元年 8月広報うおづ(3) 

o 
場ま
をつ
設り 匡全
け期 叫ん
て 間
あ中 ー幽
りは 叩薄膜i
ま次
す の
。臨 場

時 ""
a駐
車

午
後
4
時
何
分

i

所
前
公
園
)

午
後

7
時
泊
分

i

経
団
七
夕
ま
つ
り
(
花
火

・
灯
ろ
う
流
し
外
)
(
経
団
浜
)

〔
雨
天
一
部
中
止
〕

午
後
8
時
羽
分

i

た
て
も
ん
祭
り
(
諏
訪
神
社
)
〔
雨
天
中
止
)

J
配

E
E
配
列
つ

午
前
日
時

i

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
(
小
学
生

・
中
学
生

・
高
校
生
)

(サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
)
〔
雨
天
中
止
〕

午
後

1
時
田
分

i

蜜
気
楼
の
歌
発
表
会
(
サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
)
〔
雨
天
時

〈
順
不
同
〉

-
松
倉

・
本
江

・
加
積

.
経
団

・
西
布

・
上
中

・
上
野

.
片
貝

・
道
下

・
天
神

・
サ
ン
プ

・J
R
西
日

サ
ン
プ
ラ
ザ
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
〕

午
後
3
時

i

ミ
ス
う
お
づ
ス
リ
ー
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
(
サ
ン
プ
ラ
ザ
駐

車
場
)
〔
雨
天
時
サ
ン
プ
ラ
ザ
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
〕

午
後

6
時

i

ち
び
っ
こ
相
撲
大
会

・
魚
津
市
社
会
人
相
撲
大
会
(
魚
津
神
社
)

午
後

7
時
叩
分

l

花
火
大
会
(
日
本
海
側
最
大
規
模
(
魚
津
北
港
、
埋
没
林

側
)
〔
雨
天
時
叩
日
以
降
順
延
)

午
後

8
時
羽
分

1

た
て
も
ん
祭
り
(
諏
訪
神
社
)
〔
7
・
8
日
雨
天
時
9
日
〕

っ
E
E到
配
刈
劇
判
J

午
後

6
時
羽
分
r
〉

ミ
ス
う
お
づ
市
内
パ
レ
ー
ド
(
市
役
所
1
サ
ン
ブ
ラ
ザ
ー

北
電
前
1
道
下
農
協
村
木
支
庖
i
木
下
酒
庖
i
銀
座
通
り
1
新
宿
通
i
市
民

会
館
前
j
中
央
通
り
i
は
た
ち
前
)
〔
雨
天
中
止
)

午
後
7
時

i

上
村
木
七
夕
祭
り
チ
l

ム
街
流
し

(
n
m
通
り
)
〔
雨
天
中
止
〕

午
後
7
時
却
分

i

せ
り
込
み
蝶
六
踊
り
街
流
し

(
A
コ
ー
ス
|
中
央
通
り

〈
金
屋
郵
便
局
前
〉

l
n
m
通
り

B
コ
ー
ス
|
銀
座
通
り
〈
高
松
薬
局
〉
i

中
央
通
り
l
n
m
通
り
)
〔
雨
天
中
止
〕

午
後

9
時

i

盆

踊

り

(
n
m
通
り
)
〔
雨
天
中
止
〕



(4) 広報うあ、づ

公
募
・
霊
気
楼
の
歌

「
じ
ん
一き
ろ
う
の
見
え
る
街
」
発
表
会

憲
一手
の
島
崎
雰
さ
ん
が
一
ア

i
プ
応
吹
き
込
み

• 

平成元年 8月

先
に
公
募
し
た
霊
気
楼
の
歌
の
詞

に
小
柳
和
行
氏
が
作
曲
し
た

「
し
ん

き
ろ
う
の
見
え
る
街
」
が
完
成
し
、

歌
手
の
島
崎
昇
さ
ん
が
テ

l
プ
に

原

柳

c 
p田園噂・・ー-ー・司 、，

るーうたがな が れますひ と

輝

行和

石作詞

作曲

等霊

しんきろうの見える街
G7 

ばやしが きこえます
~ 

G7 
・・・・・S竺ヨ v 

n 

つなぎます であ

G7 07 
戸ーーー・『圃

いつかこころを

4
4
t
 

C7 F 

--ーー...... 

ひととが かたよせあっ

手ヨ
て

G7 月予 C7 
V F・ -‘.，

-----←-0 ・ ~3・

めぐり あー ー い

A
(

需
E7 

9
に
』
い
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平成元年 8月広報うおづ(5) 

津市で実施

魚
津
市
で
発
生
が
予
想
さ
れ
る
各
種

災
害
に
対
し
て
、
車
柄

・
船
舶

・
航
空

機
を
使
用
し
て
の
平
成
元
年
度
富
山
県

総
合
防
災
訓
練
を
、
関
係
機
関
参
加
の

も
と
に
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

〈
想
定
〉

富
山
湾
で
地
震
が
発
生
し
、
魚
津
市

で
は
震
度

5
を
記
録
。
津
波
も
発
生
し

て
建
物
の
倒
壊
、
火
災
の
発
生
、
電
力
・

通
信

・
水
道
施
設
等
の
損
壊
が
続
出
。

ま
た
、
山
間
部
に
降
っ

た
雨
の
た
め

河
川
は
増
水
し
、

堤
防
の
欠
壊
、
家
屋

の
浸
水
の
お
そ
れ
が
出
て
き
た
、
と
の

想
定
で
行
わ
れ
ま
す
。

〈

シ

」

畠

A
』
〉

月5日

平
成
元
年
9
月
5
日
(
火
)

午
前

8
時
初
分
i
ロ
時

〈
と
こ
ろ
〉

第

1
会

場

魚

津
水
族
館
周
辺

第

2
会

場

魚

津
補
助
港
周
辺

第

3
会
場
大
町
小
学
校
周
辺

第

4
会
場
西
部
中
学
校
周
辺

第

5
会

場

サ

ン

プ
ラ
ザ
周
辺

各
会
場
周
辺
の
住
民
の
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
交
通
規
制
を

す
る
道
路
に
路
上
駐
車
等
が
な
い
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

市
役
所
総
務
課
行
政
係

宮
②
2
2
0
0
内
線
加

前回の魚津市での県総合防災訓練

お

願

い

①
陸
上
自
衛
隊
が
、
応
急
架
橋
訓
練

で
魚
津
補
助
港
横
の
角
川
を
使
用
し

ま
す
の
で
、
上
口
橋
か
ら
下
流

K
船

舶
を
係
留
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
魚
津
補
助
港
で
、
海
上

保
安
部

・
県
警
に
よ
る
海
上
火
災
消

火
訓
練
や
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
船
舶
の
係
留
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

②
地
震
や
地
震
に
よ
る
津
波
が
発
生

し
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
住
民
の
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
各
会
場
で
は
消
火
訓
練
や

ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練
の
た
め
洗

濯
物
を
出
き
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。



日
少
年
を
ま
も
る
運
動

(6) 広報うあ、づ平成元年 8月

て Fう-伺う-穆

青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成

の
た
め
の

「
夏
の
青
少
年
を
非
行
か

ら
守
る
強
調
月
間
」

が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
家
庭

・
学
校

・
地
域
に
お
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

-
期
間

8
月
訂
日
ま
で

.
月
聞
の
重
点
活
動

。
広
報

・
啓
発
活
動
の
推
進

。
環
境
浄
化
活
動
の
推
進

。
家
庭
教
育
の
充
実

。
生
徒
指
導
の
充
実

。
職
場
に
お
け
る
指
導
の
充
実

。
地
域
活
動
の
促
進

。
補
導
活
動
の
充
実
強
化

。
相
談
事
業
の
強
化

(青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議
)

ー
富
山
県
青
少
年
育
成

J
一

-

司

・

「
県
民
運
動
推
進
指
導
員
」
一

青
少
年
に
愛
情
と
信
頼
を
寄
せ、

…

受

付

は

8
月
行
日
j
お
日

青
少
年
育
成
の
運
動
を
効
果
的
に
す

…

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
部
制
限
や
支
給
停
止
に
な
る
場
合
が

る
た
め
に
各
地
区
に
次
の
と
お
り
推

…
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
あ
り
ま
す
。

進
指
導
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
る
方
は
、

8
月
口
日
か
ら
お
日
ま
で

φ
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

お
気
軽
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

…
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

初
歳
未
満
で
次
の
よ
う
な
児
童
を

大

町

石

崎

巌

宮
②
0

6
1

5

一
こ
の
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
受
給
養
育
す
る
父
母
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

村

木

大

城

護

包
②
3
3
8
1

一
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
の
支
給
を
受
①
重
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
(
身
体

住

吉

高

島

勝

倉
@
1
8
1
3

一
け

る

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

障

害

者

手

帳

一

i
二
級
及
び
三
級

上
中
島
谷
原
幸
和
宮
@
2
7
2
4

一
φ
児
童
扶
養
手
当
と
は

の
一
部
)

松

倉

石

橋

嘉

夫

宮
@
9
9
5
6

…

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
時
歳
②
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る
児
童

坪
野
道
小
島
茂
生
包
③
9
4
1
7

一
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
親
(
療
育
手
帳
A
及
び

B
の
一
部
)

上
野
方
高
野
行
雄
官
@
7
7
7
0

一
又
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

A
V
現
況
届
に
必
要
な
も
の

本

江

岩

崎

順

子

宮
②
6
4
8
1

…
①
父
が
死
亡
し
た
児
童
(
公
的
年
金
。
児
童
扶
養
手
当

片

貝

平

野

武

久

宮
②
8
4
5
6

一

を

受

け

て

い

な

い

場

合

)

①

児

童

扶

養

手

当

証

書

加

積

森

幸

英

宮
②
3
5
8
0

…
②

父

母

が

離

婚

し

た

児

童

②

印

鑑

天
神
大
久
保
義
雄
包
②
8
8
6
2

…
③
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

道

下

杉

本

茂

一

宮
@
3
4
4
3

…

る
児
童

o
特
別
児
童
扶
養
手
当

経

団

経

沢

忠

勝

宮
@
3
8
0
8

一
④
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
①
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書

西
布
施
高
矯
俊
一

宮
@
7
3
1
2

一

童

②

印

鑑

可

44
1
1
v
l
H引
内
1
1
1
1
1
44
一

な
お
、
前
年
の
所
得
に
よ
り
、

一
「
勤
労
青
少
年

2u記
念
行
事

三

日

-

一

J/

;

/

}
一一一り

一

一
パ
ス
・
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

ご

荷
，
一

?

と

き

8
月
初
日

U
L
一
…

老一

一

一

7
時

半

発

一

二

割引釦

一

女

と

こ

ろ

新

潟

市

一

…
ウ

川

一一

一
会
参
加
資
格
市
内
に
在
住
又
は
一
二
件一
一

JJ
J

一

勤

務

の

初

歳
以
下
の
青
少
年
ご

一一一
一同

一一

一
合
参
加
費
千
円
(
車
内
食
な
ど
)
三

一/

一ト

一
台
募
集
人
員

ω名
で
締
め
切
り

一
…
↑
イ一

一

一

ま

す

。

一
一
(
一時
ア

匂

p
p
ト
P
ト
P
ト
ト
ト
P
ト
ト
ト
ト
ト
P
ト
ト
ト
ト
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P

L

叩
プ

トJ

市
で
は
、
日
中
、
家
庭

介
護
を
受
け
る
こ
と
が
難

し
い
お
年
寄
り
に
対
し
、

介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

内
容
と
す
る
デ
ィ

・
ホ
ー

ム
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

。
利
用
費
用

1
か

月

2

万

円

日
日
未
満
l
万
円

デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
(
大
光
寺
地
内
)

。
休
館
日
日
曜
、祝
日
と
第
2
・

4
・
5
土
曜
日
及
び
年

末
年
始
(
お
日

i
3
日
)

o

資
格
家
族
で
お
年
寄
り
を
送

り
迎
え
で
き
る
方

。
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
課
福
祉
係

岱
②
2
2
0
0
内
線
問

。
と
こ
ろ



保
健
所
か
ら
来
た
よ
う
に
思
わ
せ

る
産
制
具
の

ρ

か
た
り
商
法
。
や
い

ろ
ん
な
特
典
や
会
員
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
強
調
し
て
電
話
や
葉
書
で
呼
び
出

し
、
パ
ソ
コ
ン

・
英
会
話
教
材

・
教

養
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
を
買
わ
せ
る

H

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法
。
あ
る

い
は

S
F
商
法
(
新
製
品
普
及
)
な

ど
、
相
変
わ
ら
ず
訪
問
販
売
に
関
す

る
被
害
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

知
ら
な

い
慾
頚
す
る

ゑ
1
.設
ア
グ
・
オ
フ

8
日
以
内
な
ら
解
約
で
き
ま
す
。

ク

l
リ
ン
グ

・
オ
フ
制
度
は
、
訪

問
販
売
な
ど
で
い
っ
た
ん
商
品
を
買

う
契
約
を
し
た
後
、
不
要
だ
と
考
え

直
し
た
よ
う
な
と
き
、
一
定
期
間
内

(
申
込
日

・
契
約
日
を
含
め

8
日
間
)

に
消
費
者
か
ら
契
約
を
無
条
件
で
取

消
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、
契
約

書
に
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。

期
間
内
に
書
面
で
通
知

電
話
で
の
解
約
申
出
に
は
、
担
当

者
が
い
な
い
、
な
ど
と
時
間
稼
ぎ
き

れ
ま
す
の
で
、
内
容
証
明
郵
便
か
簡

易
書
留
郵
便
な
ど
証
拠
の
残
る
方
法

で
ク
|
リ
ン
グ

・
オ
フ
期
間
内
に
解

約
申
込
み
を
し
ま
し
ょ
う
。

平成元年 8月(7)広報うあ、づ

5 

ン
ト

①
「
な
ん
の
用
?
」
と
用
件
と
相
手
の

身
分
を
は
っ
き
り
聞
き
、
相
手
の

ペ
ー
ス
に
は
ま
ら
な
い
こ
と
で
す
。

②
勇
気
を
も
っ
て
、
は
っ
き
り

「い

り
ま
せ
ん
」

と
い
い
ま
し
ょ
う
。

中
途
半
端
な
態
度
は
ダ
メ
。

③
迷
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
家
族

や
知
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

第
三
者
の
意
見
も
大
切
で
す
。

④
簡
単
に
書
く
な
名
前
、

押
す
な
印

鑑
。

口
約
束
と
契
約
書
は
大
違
い

で
す
。
サ
イ
ン
す
る
前
に
契
約
書

を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

⑤
う
ま
す
ぎ
る
話
に
落
と
し
穴
。

相
手
は
、
だ
ま
し
の
プ
ロ
で
す
。

決
し
て
油
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

も
の
を
大
切
に
し
よ
う

「
省
エ
ネ
か
る
た
」
こ
と
ば
募
集

富
山
県
と
省
資
源

・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
運
動
県
推
進
会
議
で
は

「
も

の
を
大
切
に
す
る
心
、
省
資
源

・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
テ
!
?
と
し

た
か
る
た
こ
と
ば
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

小
学
校
低
学
年
向
き
に
利
用
で

き
る
も
の
を
五
十
音
の
い
ず
れ
か

の
行
を
頭
文
字
に
し
た
短

い
こ
と

j背

税

費

基
準
期
間
(
個
人
事
業
者
は
前
々

年
、
法
人
の
場
合
は
前
々
事
業
年
度

を
い
い
ま
す
。)
の
課
税
売
上
高
が
三

千
万
円
を
超
え
る
と
き
に
は
、

早
め

に

「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ば
5
句
を
官
製
は
が
き
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は

9
月

初
日
、
最
優
秀
賞

1
名
に
五
千
円

の
図
書
券
を
、
ほ
か
に
優
秀
賞
、

佳
作
を

ω点
余
り
選
び
ま
す
。

O
応
募
先

干
卿
富
山
市
新
総
曲

輪

l
|
7
富
山
県
県
民
生
活
課

消
費
生
活
係

8
0
7
6
4
@
4
1
1
1
 

の

届

出

を

お

課
税
事
業
者
を

選
択
す
る
と
き

基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が
三
千

万
円
以
下
の
事
業
者
(
免
税
事
業
者
)

で
、
多
額
の
設
備
投
資
を
予
定
し
て

い
る
方
な
ど
は
、
課
税
事
業
者
を
選

択
す
る
こ
と
に
よ
り
消
費
税
の
還
付

き

不
周
国
喪
倶

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
シ
ー
ト
車
庫

(
y
m型
、
間
口
問

m
奥
行
口

m
高
さ

m
m
)
マ
温
水
洗

浄
器
マ
ヘ
ル
メ

ッ
ト
(
黒

・
ホ
ン
ダ

ア
ミ
)
マ
ロ

ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
マ
応

接
セ

ッ
ト
マ
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド
マ
冷

蔵
庫

av
も
と
め
ま
す

マ
自
転
車
(
問
イ
ン
チ

・
女
児
用
)

O
申
込
み
先
市
総
務
課
行
政
係

宮
②
2
2
0
0
内
線

m

亡川山

れ

な

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
課
税
事
業
者
を
選
択
す
る
と
き

に
は
、
日
月

2
日
ま
で
に
「
消
費
税

課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
は
、

税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
で
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

消
費
税
率
は

3
%
で
す
が
、
物
品
税

が
廃
止
さ
れ
て
大
幅
に
価
格
の
下
が
っ

た
普
通
乗
用
車
(
排
気
量

5
5
0
∞
を

超
え
る
四
輪
以
上
の
乗
用
自
動
車
。
初

め
て
自
動
車
検
査
証
の
交
付
を
受
け
た

日
か
ら

1
年
以
上
経
過
し
た
も
の
は
除

く
。)
に
は
、
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成

4
年
3
月
白
日
ま
で
の

3
年
間
に
限
り
、

税
率
は

6
%と
な
っ
て
い
ま
す
。



広報うおづ (8)

8月岡ヒ:~ク・グー凸が目白押じ

平成元年 8月

み
ん
砲
の
ま
が

E
V

全
国
大
学
女

き

8
月
1
日
(
火
)
1
4
日
(
金
)

開
会
式
1
日
午
前
8
時
初
分

・
桃
山
野
球
場

。
と

こ

ろ

桃

山

野

球

場

(全
4
日
間
)

天
神
山
野
球
場

(
1
日

・
2
日
の
み
)

O
参
加
チ
l

ム

秋
田
短
期
大
学
(秋
田
)、
淑
徳
大
学
(千
葉
)、

跡
見
学
園
女
子
大
学
(
埼
玉
)
、

率

短
期

大
学
、
日
本
体
育
大
学
(東
京
)、
富
山
女
子

短
期
大
学
、
富
山
医
科
薬
科
大
学
、
洗
足
学

園
魚
津
短
期
大
学
(
富
山
)
、
金
沢
女
子
短
期

大
学
(石
川
)、
帝
塚
山
大
学
(奈
良
)、
帝
塚

山
学
院
大
学
(大
阪
)、
神
戸
山
手
女
子
短
期

大
学
、
日
ノ
本
学
園
短
期
大
学
(兵
庫
)

以
上
日
チ

l
ム

(昨
年
は
ロ
チ
ー
ム

)

。
と

O
総
合
開
会
式

桃
山
野
球
場

富
山
県

会
夏
季
大
会

種 目 期日 ぷ~ 場

陸上競 技

-ーーー 市生 6日 吉田グラ ウンド

-中 A寸uー与 7日 " 
ソフトポール

-一 般 男 子 6日 魚津高校、東部中学

-一 般 女 子 6日 天 神山 野 球 場

-壮 年 男 子 6日 新川女子高、西部中

-家 庭 婦 人 6日 魚津工業高校

-高校女子 7日 東 部 中 学校

-中学女子 7日 天神山 野 球 場

-中学男子 7日 西部中学校

-スポーツ少年団 7日 魚津工業高校

バレーポール

-一 般 男 子 6日 総合体育館

軟式野球

-中 学 男 子 6日~ 桃 山 野球場

相 撲

-一 般 男 子 6日

-青 年男子 6日
魚津神社

常設相撲場
-中 学 男 子 7日

ゲートボール

-高 齢 者 6日 職業訓練短期大学

銃 剣 道

-青 年男子 6日 新川高校

。
と

8
月
初
日
(土

)
i
U
日
{
日

魚
津
市
総
合
体
育
館

全

日

本

鉢

道

選

手

権

大

会

長
E

全
国
少
年
少
女
林
道
優
勝
大
会
d
k川

き

O
参
加
人
数

O
と
こ
ろ

音Eグ〉朝部の畳音Eσ3 夜

一 般 婦 人

PM 1: 30 -3 : 00 AM 10: 00 -II : 30 

毎週金曜日

100名

600円(保険料)+入館ごと60円

中高年婦人

50名

日

高校生からの女性

日程

100名

水

5歳児~小学生

ぷ-

t写

50名

1日・8日・22日・29日

6日・20日・27日

10日・17日

1日・8日・15日

18日 ・25日

1日 ・8日 ・15日 ・22日 ・29日

6日 ・13日

A
1
1
1
1
1
J
l
U
1
 

学
校
体
育
施
設
の
開
放
休
止

。
魚
津
ま
》
ヘ

8
月
7
日
(
月
)
1
9
日
(
水
)

O
う
ら
盆

8
月
比
日
(
月
)
j
m
日
(
水
)

な
お
、
最
近
利
用
マ
ナ
ー
が
悪
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
利
用
後
の
整
理

整
頓
及
び
タ
バ
コ
・
空
か
ん
な
ど
の

後
し
ま
つ
は
、
各
自
が
責
任
を
も
っ

て
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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表

(9) 

。
財
団
法
人
魚
津
市
体
育
協
会
表
彰

-
旗
智
能
…
雄

(弓
道
協
会
)

・
寺
崎
欣
次

(水
泳
協
会
)

・
贋
瀬
敏
雄

(相
撲
連
盟
)

・
黒
田
辰
雄

(卓
球
協
会
)

・
鍛
野
定
雄

(村
木
サ

ッ
カ
ー

少
年
団
)

(林
道
協
会
)

(
ス
ケ
ー
ト
)

井山
出田
妙義
子光

一一
務
次
ポ
!
ツ
一
安
懇
回
国
内
炎
流
事
業

派
遣
思
議

主
総品川
一名
決
定

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
結
成
時

O
期
間

周
年
を
記
念
し
、
九
州
の
大
分
県
と

8
月
日
日
(
火
)
j

m
日
(
日

)

鹿
児
島
県
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
交

O
交
流
先

流
す
る
市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

5
、

・
大
分
県
別
府
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

6
年
生
と
中
学
生
を
合
わ
せ
て
附
名

・
鹿
児
島
県
串
木
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少

の
参
加
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

年
団
及
び
川
内
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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昭
和
田
年
秋
、
市
立
図
書
館
で
開

催
さ
れ
た
朗
読
講
習
会
に
集
ま

っ
た

人
た
ち
を
中
心
に
翌
年
4
月
に
結
成

さ
れ
、
当
時
初
人
余
の
会
員
を
有
す

る
大
世
帯
で
し
た
が
、
次
第
に
減

っ

て
、
現
抗
で
は
わ
ず
か

8
人
に
な

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

純
粋
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、

見
た
目
以
上
に
苦
労
を
伴
う
こ
と
か

ら
多
く
の
人
た
ち
が
離
れ
て
い

っ
た

の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
は
熱
心
な

残
り
の
会
員
が
、
市
広
報
の
録
音
吹

き
込
み
作
業
と
百
楽
荘
で
の
お
年
寄

り
と
の
対
面
朗
読
に
励
ん
で
い
ま
す
。

自
の
不
自
由
な
人
は
も
ち
ろ
ん
、

高
齢
化
社
会
に
向
か

っ
て
、
こ
れ
か

ら
多
様
な
要
求
が
出
て
く
る
と
予
想

さ
れ
る
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、

心
あ
る
皆
さ
ん
の
参
加
を
呼
び
か
け

ま
す
。

代
表
者

本
江
新
町

2
|
7

清
水

貞
子
さ
ん

夏休みの ふれあい"
親子で讃藤バスに乗ろう

~て\

。何百円!日口口口rn
砂集合 1だ見]てーと 」
午前8時50分仕出同!n L.:.:-::lむトJ

市役所前 速フグ-~

吉
田
記
念
市
立
郷
土
館
企
画
展

¥
里
山
ハ
躍
ー
石
/
の
来
た
道

、
¥
|
和
田
村
か
;一万ー

と
き

8
月

5
日
(
土
)
か
ら
叩
月
叩
ら
黒
曜
石
と
い
う
石
器
の
材
料
を
通

日

(

火

)

ま

で

じ

て

深

い

結

び

つ

き

が

あ

る

の

で

す

。

魚
津
市
立
経
団
小
学
校
と
長
野
県
今
回
の
企
画
展
は
、
こ
の
黒
曜
石
を

和
田
村
立
和
田
小
学
校
は
姉
妹
校
と
中
心
と
し
た
石
器
時
代
の
広
範
な
交

し
て
毎
年
活
発
な
交
流
活
動
を
続
け
流
の
歴
史
を
探
る
こ
と
を
意
図
し
て

て
い
ま
す
が
、
実
は
魚
津
市
と
和
田
い
ま
す
。

村
と

の
関
係
は
五
千
年
以
上

の
昔
か

魚津水族館夏休み特別展

惨とき

8月18日後)

O

コ

ー

ス

大

徳

寺
の
宝
物
見
学
、

天
神
山
ぶ
ど
う
園
、
市
立
郷
土
館
、

天
神
山
城
跡
、
桃
山
運
動
公
園
、

水
族
館
、
消
防
署

午
後

4
時
ご
ろ
市
役
所
帰
着
予
定

O
費
用
参
加
賀
は
無
料
で
す
が
、

ぶ
ど
う
園
入
園
料
は
各
自
で
負
担

し
て
も
ら
い
ま
す
。
弁
当

・
茶
な

ど
は
持
参
く
だ
さ
い
。

0
定
員

ω人
に
達
し
次
第
締
切
り

ま
す
。

O
申
込
み
方
法
は
が
き
又
は
電
話

。
申
込
み
先
魚
津
市
役
所
市
民
相

談
室
g
n
l
2
2
0
0
内
線
問

く
ら
し
の
ゆ

……の
貝
の
仲
間
た
ち

チマキボラ

日
本
は
、
周
り
が
海
に

固
ま
れ
、
多
く
の
貝
の
種

類
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

そ
の
上
各
地
に
残
る
貝
塚

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
大

昔
か
ら
貝
は
、
食
生
活
に

も
、
密
接
な
関
係
が
あ
り

い

ま
す
。

水
族
館
で
は
今
、
北
か
ら
南
ま

で
の
い
ろ
い
ろ
な
買
を
収
集
し
、

珍
し
い
生
態
や
利
用
法
な
ど
の
解

説
を
し
て
特
別
飼
育
展
示
を
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
夏
休
み
の
親
子
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ベニオキナ工ビスガイ

親
と
子
の
ふ

れ
あ
い
映
画

会
催

物

名

妙
心
寺
大
珠

院
老
師
盛
永

宗
輿
師

講
演
会

ミ
ス
タ
ー
富

山
ボ
デ

ィ
ビ

ル
コ
ン
-
ア
ス

魚
津
市
戦
没

者
追
悼
式

夏
休
み
親
子

ま
ん
が
映
画

大
会

入
場
方
法

2
日
(水
)一
i

m
2時

料

6
日
(
日
)一
i

m
--時
一

料

AM 11 
11 日

時蚕

鉦

料

日
日
(
土
)
一
i

附

1
時

-

J

料

PM 27 
2 日

時百

大当
会 i 目

白土券



7
月

7
日
は
、
上
中
島
小
学
校
の

創
校
記
念
日
で
七
夕
さ
ま
の
日
で
も

あ
り
ま
す
。
児
童
た
ち
は
、
講
堂
で
、

自
分
た
ち
で
調
べ
た
上
中
島
の
歴
史

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

式
が
終
わ
る
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
児

童
会
主
催
の
七
夕
集
会
で
す
。

平成元年 8月広報うおづ。1)

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
で
校
歌
を

歌

っ
た
あ
と
、
学
年
ご
と
に
自
分
た

ち
で
作

っ
た
七
夕
飾
り
の
下
で
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
目
標
を
力
強
く
誓

い

合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
は
待
ち

か
ね
た
ゲ
ー
ム
で
す
。
難
問
ぞ
ろ
い

の
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
に
一

喜

一
憂
し
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
列
車
で
は
、
全
員
で
長

い
列
車
を
作
り
上
げ
、
楽
し
い
集
会

を
終
わ
り
ま
し
た
。

私たちの学校の歴史は・..

ジャンケン列車一どっちが勝った?

君は

優秀でした

こ
ば
と
児
童
セ

〈

8
月
の
行
事
〉

プ
ラ
パ
ン

8
日
(
火
)
・
μ
日
(
木

)
4
時

ぬ
り
絵
コ
ン
テ
ス
ト

叩
日
(
木

)
2
時

i -将ザ
! 輪棋
! 車大 チ
i 会ヤ

レ
毎 ソ
週 25 13 三
水日日 J

曜_........_ _........_ 
日金日

422  
時時時

中

嶋

規

至

く
ん
(
時
明

・
君
子
き

ん

夫

妻

の

長

男

)

東

山

昭
和
白
年
日
月
四
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

の
び
の
び
と
大
き
く
育
っ
て
ほ
し

沢

田

梨

緒

ち
ゃ
ん
(
義
浩

・
悦
子

さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
吉
島

昭
和
白
年
ロ
月
お
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

元
気
で
す
く
す
く
育
っ
て
ほ
し
い
。



(12) 広報うおづ平成元年 8月

円時ハ一り将棋
護
機
訟
を
み

家
庭
の
台
所

・
水
洗
ト
イ
レ

・
風

ア

レ

i
シ
ョ
ン
タ
ン
ク

・
最
終
沈
澱

呂
な
ど
か
ら
の
汚
水
や
、
工
場

・
事

池

・
消
毒
施
設

・
汚
泥
処
理
施
設
な

業
所
か
ら
排
水
さ
れ
る
汚
水
は
、
各
ど
多
く
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

家
庭

・
工

場

・

事

業

所

の

排

水

設

備

す

。
そ
れ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

か
ら
汚
水
桝
に
流
れ
こ
み
、
そ
こ
か
働
き
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ら
道
路
や
歩
道
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

。
沈
砂
池

汚
水
管
に
よ
っ
て
処
理
場
へ
流
れ
て
汚
水
管
か
ら
流
れ
て
き
た
汚
水
の

い
き
ま
す
。
汚
水
は
、
高
低
差
の
あ
中
に
あ
る
土
砂
類
を
沈
め
て
取
り
除

る
汚
水
管
の
中
を
自
然
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。

く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
形

。
最
初
沈
澱
池

の
状
況
に
よ
り
、
自
然
流
下
さ
せ
る

汚
水
を
こ
の
池
で
ゆ

っ
く
り
流
す

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
ポ
ン
プ

こ
と
に
よ
り
、
小
さ
な
浮
遊
物
が
沈

場
を
設
け
て
汚
水
を
く
み
上
げ
、
そ
澱
し
ま
す
。
底
に
た
ま
っ
た
浮
遊
物

こ
か
ら
再
び
汚
水
管
へ
流
し
こ
み
ま

(
泥
)
は
、
汚
泥
処
理
施
設
へ
送
ら

す
。
汚

水

管

の

中

を

流

れ

て

き

た

汚

れ

ま

す
。

水
を
き
れ
い
な
水
に
し
て
、
河
や
海

。

ヱ
ア
レ

l
シ
ヨ
ン
タ
ン
ク

へ
流
す
と
こ
ろ
を
終
末
処
理
場
と
い

汚
水
の
中
に
活
性
汚
泥

(好
気
性

い
ま
す
。

で
は
、
処
理
場
で
は
ど
の
微
生
物
を
含
ん
だ
泥
)
を
加
え
て
杢

よ
う
に
し
て
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
な

気
を
吹
き
こ
み
、
微
生
物
の
活
動
に

水
に
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
処

理

場

よ

っ
て
小
さ
な
汚
れ
を
大
き
な
固
ま

に
は
、
汚
水
が
き
れ
い
な
水
に
な
る
り
に
し
て
沈
澱
し
や
す
く
し
ま
す
。

ま
で
、
沈
砂
池

・
最
初
沈
澱
池

・
エ

。
最
終
沈
澱
池

沈
澱
し
や
す
く
な

っ
た
汚
物
の
固
ま
り

が
こ
の
池
の
底
に
沈

み
、
ぷ
叡
の
き
れ
い

な
水
だ
け
を
消
毒
施

設
へ
送
り
ま
す
。

。
消
毒
施
設

最
終
沈
澱
池
か
ら

送
ら
れ
た
き
た
水
を

消
毒
し
、
滅
菌
し
て

か
ら
川
や
海
に
放
流

し
ま
す
。

。
汚
泥
処
理
施
設

最
初
沈
澱
池

・
エ

ア
レ

l
シ
ョ
ン
タ
ン

ク

・
最
終
沈
澱
池
か

ら
送
り
こ
ま
れ
た
汚

泥
は
、
水
分
を
減
ら

し
、
体
積
を
小
さ
く

し
て
安
全
無
害
な
も

の
に
し
て
か
ら
、
焼

却
し
た
り
、
あ
る
い

は
農
林
業
用
肥
料
や

土
壌
改
良
な
ど
に
も

利
用
さ
れ
ま
す
。

必
一
み
一

i
一<一

を
一し一

し一の一

ら
一道一
一

ぺ
一
水
一

レ-一

7
A
一

町
一
下
一

績家紋;とる~:Iじ言:き;311j仰と:怒り家安;

水質鼠厳

内

相

談

案

無

料

法
律
…相
談

と

き

9
月
5
日
(
火
)
午
後
1
時
1
4
時

と
こ
ろ
市
役
所
会
議
室

県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
が
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
前
日
ま
で
に
市
役
所
市

民
相
談
室
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

E
n
|
2
2
0
0
内
線
則

行

務

相

談

と

き

毎

月

第

l

・
第
3
木
曜
日

午
後
1
時
1
4
時

と
こ
ろ
市
役
所
市
民
相
談
室

市

民

総
相

談

と

き

日

曜

・
祭
日
及
び
第
2
・
第
4
土

曜
日
以
外
の
毎
日
午
前
9
時
1
午

後
5
時

(土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)

と
こ
ろ
市
役
所
市
民
相
談
室

教

義

日相

談

と
き
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日

午
前
9
時
1
午
後
5
時

と
こ
ろ
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室

(住
吉
小
学
校
隣
り
)

高
年
齢
養
磯
業
相
談

と

き

日

曜

・
祭
日
及
び
第
2

・
第
4
土

曜
日
以
外
の
毎
日
午
前
9
時
i
午

後
5
時

(土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)

嚇
と
こ
ろ
市
役
所
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

明

内

職

w

相

談

開

と

き

毎

週

火

・
水

・
金
曜
日

脚

午

前

9
時
1
午
後
4
時

酬
と
こ
ろ
市
役
所
商
工
観
光
課
内

向

人

権

……
稲

談

仰
と

き

8
月
日
日
(
金
)
午
後
1
時
1
4
時

制
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

a
書聖ま寒冷・企重・企霊・金書・会量不全豪



向
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

が
三
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

(

)
内
は
改
定
前
の
も
の
で
す
。

課
税
世
帯
は
五
七
、

0
0
0
円
(
五

回、

0
0
0
円
)
、
非
課
税
世
帯
は
三

一
、
八

O
O
円
(
三

O
、
0
0
0
円
)
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
多
数
該
当
(
四
回
目
以
上
)

の
場
合
は
、
課
税
世
帯
が
三
三
、
0
0

0
円
(
三

O
、
0
0
0円
)
、
非
課
税
世

帯
が
二
二
、
二

O
O
円

士

二

、
0
0

0
円
)
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
世
帯
合
算
(
同
一
世
帯
に

平成元年 8月広報うあ、づ(13) 

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

二
人
以
上
)
の
場
合
の
基
準
額
は
す

え
置
き
と
な

っ
て
い
ま
す
。
(
現
在
、

課
税
世
帯
が
三

O
、
0
0
0円
、
非
課

税
世
帯
が
二
一
、

0
0
0円
)

も
う
一
つ
、
特
定
疾
病

(
血
友
病

と
慢
性
腎
不
全
)
の
場
合
の
自
己
負

担
限
度
額
(
現
在
一

O
、
0
0
0
円
)

も
す
え
置
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
改
定
後
の
限
度
額
は
、
6

月
診
療
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
の
で
、

5
月
診
療
分

ま
で
に
つ
い
て
は
、
改
定
前
の
限
度

額
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

① |か月の負担額が57，000円を越えたとき

②同一世帯で 2人以上がそれぞれ30，000円

以上のとき

③年 4回以上該当のとき

④長期間継続 して高額な治療が必要なとき

可
司

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
1
4
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J

伊

成
人
病
予
防
に
は
早
期
発
見
が
何
み
順
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

一

川、

3

1

7

f

よ
り
大
切
で
す
。
初
歳
を
す
ぎ
る
と
な
る
べ
く
早
目
に
国
保
係
へ
ご
連
絡

一

v

l
A

，円
f
.A

シ

L
F
l
l心
グ
・

【

u一
一
J
l
k
/
h
n
H川
1
A
J
d

〉

一

i
ぺ
冨
ー
叫
'
v
時
刻
〈
買
一

要
注
意
年
齢
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
く
だ
さ
い
。

一

一
回

ヨ

ド

¢

良

心

弘

U
ず
、
年
に
一
回
は
ド

ッ
ク

を

受

け

た

対

象

者

は

原

則

と

し

て

却

歳

か

ら

一

↑
お

闘

」

言

L
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
国
保
で
は
一

ω歳
ま
で
の
、
一
年
以
上
国
保
に
士

一
れ

寸

ゑ

ぷ

A
b
人
に
つ
き
一
一
五
六
五
七
円
を
助
成
し
入
し
て
い
る
人
の
う
ち
保
険
税
を

一

一

M
M
h
k
/
f
M
!
?
h
t、

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
枠
に
か
完
納
し
て
い
る
人
で
す
。
な
お
個
人

一

一
長

居

な
り
余
裕
が
あ
り
ま
す
が
、
申
し
込
負
担
は
七
、
二

O
O
円
で
す
。

一

γ
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
F
ト
F
ト
ト
ト
ト
ト
F
ト
F
ト
ト
ト
P
ト
P
ト
P
ト
P
ト
p
bト
ト
F
ト
p
hト
ト
b
f

ト
P
ト
P
ト
P
ト
‘，ト
P
ト
F
ト
F
ト
P
ト
P
ト
P
ト
F
L

一⑨
ト
熱
疲
労
を
起
こ
し
た
ら

⑧一
ω

…
U
d
姉止

一

-

r
d-mi
ヰ

酔

こ

し

一

日
射
病
や
熱
射
病
は
顔
が
赤
く
頭
痛
・
め
ま
い

・吐
き
気
な
ど
を
訴

一

。也市
一M
1
的

i
に

"

瓦

っ
て
倒
れ
ま
す
が
、
逆
に
顔
が
え
、
重
症
に
な
る
と
意
識
が
な
く

一

山

田

に

極

七

山

一Y4
4
T
j
;
'
7
i
l
J6
7
J
i
f
l
p
J
-
J
1
2="
1
1
1
一
・

圃

ん

積

-K

一

・，

二
月
く
な
っ
て
倒
れ
て
し
ま
う
の
が
な
っ
て
倒
れ
、
死
亡
す
る
こ
と
も

一

:.w
さ
を
，
汗
レ

-

一
L
E
A
C
E
-
:
。

〉

!

‘
-
。

一

四

…
皆

)

2

・

A
Zで寸ソ

-
f
iす

。l

f

一
η

約
一、

噸
ヴ
ァ
¥
と

一

古
向
温

・
多
湿
の
と
き
に
起
こ
り
風
通
し
の
よ
い
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一
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す
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に
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の

汗
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ゆ
る
め
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寝
か
せ

一

機

湖

町

献

が
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恥

て
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水
分
と
塩
分
を
失
う
た
め
に
、
ま
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。
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準
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を
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末
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が
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食
塩
水
(
コ

ッ
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一
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一
八
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一
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働
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を

こ

ま
く
行
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わ
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な
く
な
っ
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対
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山

一

い

夏

一

冒
毘

こ
る
も
の
で
、
こ
の
と
き
筋
肉
に
軽
く
一
杯

)
を
少
し
ず
つ
飲
ま
せ

一
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が

イ
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…安
一語
、
一一

ウ

し

こ

ン

F
V
A
F

け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
場
合
を
熱
ま
す
。

コ
ッ
プ
一
杯
の
食
塩
水
が

一

eE

E

Z

け
い
れ
ん
と
言
い
ま
す
。

約
一
時
間
で
飲
み
終
え
る
く
ら
い

一

括

じ一
-幽

高
温
多
湿
の
体
育
館
な
ど
で
集
で
よ
い
で
し
ょ
う
。
熱
疲
労
や
熱

一
…一

泊
目
沼

会
を
し
た
り
、
炎
天
下
で
長
時
間
け
い
れ
ん
に
、
食
塩
水
は
い
わ
ば

一

議
開

一

労
働
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と
き
、
ぷ
叩
の
水
。
。
と
て
も
効
果
が
あ
り

一

.
E
匹
前

あ
く
び
が
出
は
じ
め
た
ら
熱
疲
労
ま
す
が
、
漉
す
ぎ
な
い
よ
う
注
意

一

級

雌

闘

の
危
険
信
号
。
涼

し

い

所

で

休

み

、

を
。
手
近
に
塩
が
な
い
と
き
は
、
と

一

一
一
凶

凶

水
分
の
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

り
あ
え
ず
水
の
補
給
だ
け
し
ま
す
。

一

一一段以
週

無
理
を
し
て
い
る
と
、
顔
は
ま
意
識
が
な
い
と
き
は
、
飲
物
を

一

定e

・
e

・
-
制

一

つ
青
に
な
り
、
皮
膚
は
冷
た
く
汗
与
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に

一

以

医

一
-

で
べ
と
べ
と
に
な
り
ま
す
医
師
の
診
察
を
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け
て
く
だ
さ
い
。
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広報うおづ州

お問い合わせは

魚津市健康センター

(吉島)合24-3999

平成元年 8月

担 保健だより (8周〉
“星空を子どもとながめて自の体操〉:

※診療H寺聞は、いずれも
午前 9時から午後 5時

まで。

時
H
日
一
月

日
日
一
火

日
目
一
水

初
日
一
日

出7新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

日
曜
日

・
祝
日

午
後

7
時

1
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)

宮

@
0
7
3
1

内 容 対 象 と き と ー ろ噂 備 考ー
母親学級 (A) 妊婦とその家族 8月25日幽 9 :30-16:00 一一一一一一一一一一一一一一一「畳食をご持参ください。

育 児サロン 幼児と保育者 8月4日幽 10 : 00 -11 : 30 
市健康 ;一一 ツベルクリン反応検査

4か月児健診 4か月児
8月10日(木)

13:00-13: 30 センタ バ
を併せて行います。

8月24日(木) 麻しん (おたふ〈かぜ、風しん

8か月児健診
8か月児

8月23日(利 13 : 00 -14 : 00 混合)の接種券を発行します。

離乳食講習会 8月25日幽 13 : 00 -13 : 30 歯ブラシとタオルをご

1歳6か月児健診 63年 1月生まれの児 8月22日(刈 13: 00-14:00 ーーーーーーー..・ーーーーーー・..・~. ~ _.・..・.ー・. 持参ください。

ツベルタリン反応検査
8か月児

8月23日や't，) 13 :00-14:00 

s.c・G予防接種 8月25日倒 13: 30-14 :00 

股関節脱臼検診 j前3か月児 8月3日(木) 13 :00-13: 30 魚津保健所 お母さんの貧血検査も行います。

3歳児健診
61. 7 .16-61. 7.31生まれの児 8月2日付。

13 :00-14 :00 魚津保健所 尿の検査があります。
61.8.1-61.8.15生まれの児 8月23日(*)

心 の健康相談 一般市民 8月9日(刈 13: 30 -15 : 00 魚津保健所 老人ポケの相談も受けます。

機能訓練
脳卒中後遺症のある人

8月3日(木)
10 : 00 -15 : 00 市健康センター

訓1*束は10:00-12:00

(リハビリテーション) 8月17日(木) 診察は13:00-14:00

健 康 相 吾a火火 一般市民
8月17日(木) 13 :00-14 :00 市健康センター lIh会l圧1r:4fjillel ，定~.，、す心ら屯れ図ま、検す以ー

8月8日(火) 10 : 00 -11 : 30 白. 楽 荘 血圧itliJ定、相談

10 : 00 -11 : 30 
道下公民館

毎週月曜日 下中島公民館

19 : 30 -21 : 00 三 ケ公民館

健康体操と
村 木 公 民 館 -体操の出来る服装で

一般市民
毎週火曜日 10 : 00 -II : 30 西布施公民館 おいでください。

' 健康相談
(男)市健康センター -日をきめて健康相談

毎週水曜日 10 : 00 -11 : 30 (女)市健康センター も実施しています。

毎週月・木曜日 10 : 00 -II : 30 大 町 公 民 館

毎週月 ・ 1O:00-11: 30 本 江 公 民 館
'. 

】‘
木曜日 9:30-11 :00 経 団 公 民 館

/ 唱 ""

健康テレホン・サービス(8月)
00.03、

(月) 結膜炎について

(j() 水浴びしてよい時悪い時(子供編)

付4 わきがでお悩みの方へ

(柑 虫歯も伝染病

幽 冷房病に強くなる方法

出・(日) 夏休みに治しておく病気

イ主 と き と
由

ろー

検民診
8月8日(刈 9:30-11 :30 経 田 o、 民 能

8月8日(刈 13:15 -15: 00 経 回 Iム:入J、 民 館

核結
8月25日幽 9:30-11:30 大 町 弓主主a一， 

8月25日幽 13: 15 -15: 00 大 町 ナ』 ι

と 8月27日(日) 9:00........11:30 健康セ ンタ 一⑧

成 8月30日か，]<) 13 : 15 -15 : 00 村 木 ・二ふ主子... 校⑧
人

9月8日幽 9:30-11 :30 大 町 o 民 館⑧
1 病

9月8日幽 13 : 15 -15 : 00 大 町 fム~、 民 館⑧

⑧は成人病検診があります。受診票と健康手帳をご持参ください。



♂」匂
似る
の
健
康
じ講
演
会

ス
ト
レ
ス
、
人
間
関
係
、
多
忙
な

ど
心
を
悩
ま
す
こ
と
ば
か
り
で
す
。

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
合
い
、

ま
た
周
囲
の
人
の
変
化
に
も
気
配
り

し
て
お
互
い
に
支
え
守
り
合
う
た
め

に
、
皆
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

演
題

「
ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る

-
」
ふ
み
」

吉
田
秀
義
先
生
(
医
師
)

8
月
幻
日
(
日
)

午
後
l
時
初
分
(
入
場
無
料
)

魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

魚
津
市
医
師
会

市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

V
開
催
日

一
回
目

二
回
目

三
回
目

四
回
目

V
時

間
午
前
9
時

i
午
後
3
時

V

内

容

・
楽
し
く
学
ぶ
食
事
療
法

・
講
義

・
リ
ズ
ム
体
操

・
バ
イ
キ
ン
グ
試
食

V
会
場
・
連
絡
先

魚
津
保
健
所
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5
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11 10 9 8 
月月月月
28 12 14 4 
日 日 日 日

12 16 18 10 
月日日日
l 
日

前
記
の
と
お
り
。
た
だ
し

節
目
検
診
の
方
は
無
料
で

す
。

-
申
し
込
み
は
、

8
月
末
ま
で
健
康

セ
ン
タ
ー
へE

2
4
1
3
9
9
9
 

-
料
金

き
わ
や
か
な
9
月
の
休
日
を
、
が

ん
検
診
に
当
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

。
健
康
は
あ
な
た
の
家
庭
の
宝
物
。

9
月
行
日
(
日
)

8
時
必
分

i
m
時
受
付

-
と
こ
ろ
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

.
内
容
胃
が
ん
検
診

(
7
2
0
円
)

子
宮
が
ん
検
診(

7
2
0
円
)

乳
が
ん
検
診(1

、
1
3
0
円
)

avと
き

日講
時師

後主場
援催所

魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー
利
用
報
告
〉

魚
津
市
リ
ハ
ビ
リ
友
の
会
は
、

6
月
末
、
会
誌
「
な
か

ま
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。
会
員
は
、
脳
卒
中
の
後
遺
症
を

克
服
し
よ
う
と
、
健
康
セ
ン
タ
ー
で
訓
練
に
励
ん
で
い
る

方
が
た
で
す
。
会
誌
に
は
、
「
同
病
者
と
話
し
合
い

、
訓
練

し
て
い
く
う
ち
に
、
気
持
が
明
る
く
な
っ
た
己
「
病
気
に

な
り
苦
し
ん
だ
が
、
今
は
生
き
て
い
る
こ
と
の
幸
せ
を
感

じ
て
い
る
己
な
ど
の
体
験
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
当
会
誌
を
併
に
一
層
仲
間
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
、
と
い
う
皆
さ
ん
の
声
で
す
。

お
盆
の
ゴ
ミ
収
集
と
し
尿
く
み
取
り

8
月
日
日
(
火
)
の
金
物
類
の
収
集
地

区
は
刊
日
(
月
)
に
繰
り
上
げ
し
、
日

日
(
水
)
の
陶
器

・
ビ
ン
類
の
収
集
地

区
は
行
日
(
木
)
に
繰
り
下
げ
て
そ
れ

ぞ
れ
収
集
し
ま
す
。

-
し
尿
く
み
取
り
収
集

8
月

M
日
(
月
)
か
ら

η
日
(
木
)
ま

で
の

4
日
間
、
(
有
)
魚
津
環
境
衛
生

で
は
、
し
尿
処
理
場
の
点
検
整
備
な

ど
の
た
め
、
く
み
取
り
作
業
を
休
み

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の

期
間
を
避
け
て
く
み
取
り
の
申
し
込

み
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

-
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
ゴ
ミ
焼
却

場
)
で
は
、

8
月
日
日
(
火
)
・
同
日

(
水
)
の
両
日
は
点
検
整
備
の
た
め
休

み
と
な
り
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
収
集
は

い
た
し
ま
せ
ん
か
ら
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、

8
月
日
日
(
火
)
の
収
集
地

区
は
円
日
(
木
)
に
、
8
月
日
日
(
水
)

の
収
集
地
区
は
問
日
(
金
)
の
収
集
と

な
り
ま
す
。

-
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集

8
月
日
日
(
火
)
・
日
日
(
水
)
の
両

日
は
収
集
を
休
み
ま
す
。

こ
の
た
め

鶏潟市υλ巳υ友@蓄さ

重言論『怒砂層言」雇週刊

平成元年 8月

文
集
を
ご

希
望
の
方
は

健
康
セ
ン
タ

ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

宮

μー
3
9
9
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平成元年 8月 広報うおづ同
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8月は る月間
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217正1詣石…………守 ご寄付あ
秋G安¥ 業 i

究挙違 運動月間 i 
道路は、昔から交通の場であると同時 3 近年の農業機械化の進展に伴い、特に~ [>社会福祉基金として

いました
〈敬称略〉

にコミュニケーションの場であり 、きら 5コンパインによる事故が多発しています。i奥村義一 宮 津 40，000円

に現在では、防災や消防活動のための公 3 安全作業で実りの秋を迎えましょう 。 g[>善意銀行へ ( 7月9日現在)

共の空間であり、電話 ・電気 ・カ。ス ・上 3藤堂真佐樹村 木
基 。守ろう 5つの奮い i 

30，000円

下水道あるいは光ファイバーケーブルの j i野崎 努 出 50，000円

富山県移動商業組合理事長倉田行雄 10，000円埋設などによる情報ネ ットワークに重要 3①機械の点検調整は、必ずエンジンを止 i
な役割を担うなど多目的に利用されてい めてから行います。 R

ます。ふだんは、あまりに身近かなため i②使う前に、取扱説明書を必ず読みます。 i
道路の大切さを忘れがちですが、道路の i③機械の日常点検 ・定期整備を忘れませ E

野村幸男立 石 5，000円

山崎清新宿 100，000円

只石吉明石垣新 50，000円

果たすべき役割や使命は、計り知れない i ん 。 ~松田 昌子 新角川一丁目 50，000円

ものがあります。国民共有の財産である i④見込み運転をさけ、確実に操作を行い i藤田 雅夫 火の宮 100，000円

道路を子孫へ引き継ぐためにも、常に広 E ます i川原田 博 中央通り一丁目 30，000円

〈、美しく、安全に維持し、利用しまし 5⑤服装は、作業に合わせてすっきりした i上里江志子 石垣新 30，000円

ょっ。 ものにします。 j吉本 貢青島 30，000円

50，000円「道の日」に、 魚津サンプラザで街頭

啓発活動及び青島海岸で空缶回収作業を 地方2区青年会代表朝野郁雄 7，930円
;関口健作木下新

午前10時から午前11時30分まで行います。 島田 功新角川二丁目 30，000円

高岡短期大学 1 
放送公務委努レビ)講座 i 

;能沢一宿
附森田信男双葉町

魚津第二保育園職員一同

50，000円

30，000円

3，328円

~ 7T 7T7 / 1 / / /7'>--. fY y.) ~榎 秀夫新角川一丁目

0講座 みじかなコンピュータ ~ '///1メ/ン/シシケル ""A'J i谷)11 芳一湯 上 50，000円

情報技術の主役であるコンビュータ g R 中島 忠司 上口二丁目 10，000円

に焦点を当て、生い立ちから現在ま ~ æ烹烹窓烹予 想:::手掛 ・<:::弱是 正品付ほ以:::::::::::::::::::::::::::~ 有沢 武雄 本町二丁目
2 ・tt~~~~tttI~~~~~fmmmmm 表・一~ぷ~~~~~~[~ぷ~1r~~r~~ ・Jがし;・・rttmr・・J

での歴史と今後についてれますo ~ r 市県民税第12節子 | 小浜 浩本町二丁目

。放送 10月7日-12月2日の毎週土曜 gI ムムー"~.. - ___ __~ I 板井笑子諏訪町
~ I 期限は8月31日です。 I

日(9回)、午前 7時-7時30分に北 H l: 涜玲 訟設以滋紋撚;浮渓筏段1主三糸:::注:ミ::::銚号注浅汲絃渋:三注芯汲2主だ段;主:ミ::: 絃殺投 釘設訟;:;:::::::絃渋;主;j 魚i津掌水墨画愛好会

5，000円

50，000円

50，000円

20，000円

日本放送で。 ~∞回目的∞∞白目的向回目的向∞∞回目白銅魚津飯金吉 島 5，000円

0募集人員 100名 j 宮津霊 園管理料 !松井恒雄本 江 100，000円

0受講 料無料 (ただし、テキスト代 R ......___._. .. H 
i 納付は8月31日までに i隊

2，500円ほど必要) i i E魚津市戦没者追悼式
0受付期間 8月1日-9月27B ~ 市では、富津霊園を使用されている方 3
0申込み 間合わせ先 干問高岡市二 i がたから、毎年管理料を納めていただい~ ~\\\l [>と き 8月11日幽午前11時30分

上町180高岡短期大学開放センタ- ~ております。 この管理料納付書を 8 月初!際 b と ころ 市民会館大ホール

ft0766-25-8414 R 句に送付しますから、お忘れなく納付し i際 正午には、戦没者を追悼し、平和

てくださいo j際を祈念して黙とういたしましょう 。

保安調査 ! なお、 8 月間、問、聞の三日問、~ IUI ~ 1iï*iP~;Sl' .lfi 
午前 9時から午後4時まで、宮津霊園管 I

実施地域・・・下 理棟て前管理料を取扱っていますから、お i
住吉 ・川縁 ・三ケ)上野方地区(大海寺 i墓参りの際に納付書を持参の上ご利用< ~ 

新 ・石垣 ・石垣平)片貝地区 (道坂 ・員 iださい。 訴訟決ふ 1 
田新 ・島尻)。調査には県認定LPG保安 3 中 三ぷi必言語iふ 3 

~ g津霊鼠無線搭の法要 i 
センタ一新川地区支所調査員が伺います二 1 庁却を雰?燃!禁容H-/l""，""，~ R 

宮~5340 ~ 富津霊園無縁塔め無縁仏の法要を次の i
保安調査は 2年に一度。ぜひ診てもら iとおり行いますので、お参りください。 ~

いましょう 。 8 8月13日(日) 午前10時 i 

|ご利用ください |キャプテンサービス(テレビ画面案内)一市役所ロビー水族館無料休憩所一
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お 失ロ ら せ information 
。回目白 一 目 白 ∞ 回 目 的 ∞b回目b回目目的自， 0回目目的目的向目的出回目白目的∞目白，回目出向向。回目白目白目白∞出回目白吋

毎月勤労統計調査 ! 全国消費実態調査に i 人権花の運動 i 
(特別調査)i s協労を i 大町小学校を選定して実施 i 

労働省では、本年 7月31日現在で毎月 i 本年 9 月から 11 月までの 3 か月間にわ~ 0期間 7月18日-9月4日 i 
勤労統計調査特別調査を実施します。 iたり、 全国消費実態調査が実施されます。 R 0対象 2年生-6年生 (約300人) 8 

この調査は 、 l 人-29人規模事業所に i こ の調査では 、 国民生活の実態を把握し~ 0趣旨 小学生が協力して花を栽培す i
おける 賃金 労働時間及び労働者数の動 jます。調査結果は、今後の高齢化社会等 j ることによ り、やさしいJLと思 j
向を明らかにするものです。調査結果は、iに対応する社会 ・経済諸施策のための賞 i いやりの心を育て、豊かな情操 i
労働者の労働条件等の実態を知る重要な i重な統計資料となります。 H を養うことにより人権思想への i
基礎資料として 、 広〈利用されます。 ~ 調査員が皆さんのお宅に伺いましたら、 j 理解を深めるものです。 j 

8月上旬以降、統計調査員が対象事業 iぜひ調査に御協力をお願いします。 g0人権の花伝達式 7月18日大町小学校 i
所を訪問します。ご多忙のこととは存じ iなお詳細については総務課行政係まで i で人権擁護委員の高島信作氏の j
ますが、調査の重要性をご理解のうえ、 i お問い合わせください。 ~ 講話を聞き 、児童一人ひとりに鉢 i
是非こe協力お願いいたします。 i E ② 2200内線221 i 植を配りました。 i 

なお、調査した内容等は統計を作るた i
めにのみ使用されますのでご協力をい~ 令 じゃんと ミい魚:津:商£フェア'89
ただいた皆さんにご迷惑をおかけするこ 2

i 品 交出展者募集中 食!
とは絶対にありません。 i 

この調査について、不明な点がござい 1 今年も 10月に「第 3回じゃんとこい魚 月8日までにお申し込みください

ましたら、富山県統計課へお尋ねくださ ; 津商工フェア'89Jを開催しますが、その 0申込先

い。宮0764-31-4111 ~参加出展者を次により募集します。

∞ ∞ 目 的問出向∞∞∞∞目出向的問目的寸

県制度融資 ! 
ふるってご参加 ・ご出展ください。

0主催 魚津市 ・魚津商工会議所

0主管 魚津商工フェア実行委員会

富山県は、今年度 2回目の中小企業設 8
備近代化資金の申込みを次のとおり受付 3
けますから 、早めにお申込みください。 R

0会期 10月14日仕)-

15日(日)午前10時

~午後 511寺30分

b中小企業設備近代化資金 1 
・申込み期間 i 

0会場魚津市総合体育館

。小問料

8月 1日(刈-8月19日仕)

・申請書提出先 市商工観光課

・問い合わせ先 E 

展示小間 30，000円

即売小間 30，000円

テント 25，000円

市商工観光課 ft@2200内線311 g 。申込方法及び期限

商工会議所内中小企業相談所 i 
宮②1200

性別 職 種 年齢 賃金

理学療法 士
20歳以上 12 万 円

作業療法 士

版 売 員 18 - 30 10-20 

男 大型運転手 18 - 45 25-27.6 

機械整備 20 - 50 12-20 

プフス チ y ク
20 - 60 12.5-15.6 

成 型 工

金 型設計 20 - 40 13-20 

組立のiH1J定検査係 16 - 45 10.1-11.7 

女 生 産 職 18 - 45 11.4 

靴下仕上工 18 - 45 11. 5 

樹賄製品検査梱包 18 - 45 10.2-10.3 

商工会議所にある

申込書に記入し、 9

資格等 性別 希望職種

理学作療業法士又
は 療法士 事務員

高卒 ・普免 営業

大型免許 男 運転手

高卒 ・普免 雑 役

不問 雑 役

工業系高校皮
大学卒程 一殺事務

不問 /1 

普免 女 /1 

不問 tはI~務軽単貝労又

不問 雑役

年齢

26 

37 

25 

24 

45 

29 

24 

32 

42 

48 

住所

魚、 ・浜経回

/1東町

/1経団中町

/1浅生

/1 小川寺

/1仏国

/1本江新町

/1青島

"友道

"仏国

魚津市上村木 1-20-30 

魚津商工フェア実行委員会

宮 22-1200

希賃望金 免許 ・資格 前職・経験等

万円 普免 ・教只 総務 3年16 免許(国語)

20 3田II乙 免 自宅業 販売
営 l年

15 大型 2位
カセ ソト
テープ販売

15 普 免 製造工 l年

15 普 免
鉄路組立等

17年

12 普 免 事務 10年

13 
普免 プ ロ グフマ

簿記 3級 - 0.5年

10 
普免

事務 14年珠算 3級

10 
普免

給油作業6年珠算 2級

12 普 免 撚糸工31年

※詳しくは、魚津公共職業安定所(ft24ー 0365)へお間合わせください。求人テ レフォン ・サービスft24-8841 男子(月~木)、女子(金~日)

(ご利用ください〉市政情報テレホン・サービス合22-3600

学歴

大学

高校

高校

高校

中学

高校

大学

高校

高校

中学



。。広報うあ、づ平成元年 8月

未
来
を
読
む

⑤

新
し
い
本
か
ら

〈一

般
〉

古
代
史
を
彩
っ
た
人
々
豊
田

図
解
ワ
ー
プ
ロ
活
用
百
科岡

田

幸

子

そ
ニ
そ
こ
ト
レ
ン
デ
ィ
山

崎

浩

一

株
価
チ
ャ
ー
ト
で
買
い
時
、
売
り
時

が
ピ
タ
リ
と
わ
か
る

石

井

勝

利

叩
年
代
世
界
は
ど
う
動
く

N
H
K
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

い
ま
ど
き
の
世
相
学

高

田

公

理

ニ
の
素
敵
な
女
た
ち

高

橋

光

子

春
日
局
の
日
一
那
さ
ん
の
場
合

田

村

豊

幸

秩
父
宮
と
昭
和
天
皇

保

阪

正

康

〈
文
学

・
小
説
〉

魔
法
の
杖

俵

万

智

ト
ッ
ト
の
欠
落
帖

黒
柳

徹
子

未
踏
峰

上

下

森

村

誠

一

鳥
人
計
画

東

野

圭

吾

ゆ
め
ぐ
に
影
法
師

高
樹
の
ぶ
子

生
死
長
夜

瀬
戸
内
寂
聴

有
恒

z
e
r
o
よ
り
愛
を
二
め
て

安

野

光

雅

東
京
駅
で
消
え
た

夏

樹

静

子

栄
光
遁
か
な
り

落

合

伸

彦

山
賊
の
墓

木
崎
さ
と
こ

た
め
ら
い
の
時

岩

橋

邦

枝

フ
ツ

l
の
家
族

神

吉

拓

郎

才
市

水

上

勉

飾
り
火

上

下

連

城

三
紀
彦

一
ぺ
ん
に
春
風
が
吹
い
て
来
た

宇

野

千

代

海
そ
だ
ち

高

橋

治

夜
の
太
鼓

石

垣

り

ん

幻
の
ザ
ビ

l
ネ

古

川

薫

夢
二
暮
色

近
藤

富
枝

思
う
ど
ち

佐

多

稲

子

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
ま
で
で
、
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

一
8
月
の
日
曜
開
館
一

8
月
日
日

(第
2
日
曜
)
}
|

[

V

斐
川
一
課

8
月
幻
日

(第

4
日
曜
)
」
|
:

翌
日
(
月
曜
)
は
休
館
で
す
。

一
臨

時

休

館

8
月
日
日
(
火
)
臨
時
休
館

凶
日
(
月
)
定
期
休
館
で
す
の
で

連
休
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
・
:
8月
の
お
し
ら
せ

-
1
日

(
火
)
え
い
が

ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン
プ

・8
日

(
火
)
つ
く
ろ
う

し
ゃ
ぼ
ん
玉
あ
そ
び

-
n
日

(
火
)
工
作

く
み
た
て
あ
そ
び

-m日
(
火
)
工
作

紙
で
つ
く
ろ
う
お
べ
ん
と
う

V
と

き

4
時

1
4
時
初
分

V
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

V
対

象

幼

児

1
小
学
生

(材
料

・
お
金
は
い
り
ま
せ
ん
。)

図
書
館
は

バ
内
装
を

一
新
、

.

明
る
乏
…な
・9.ま
し
た
。

ク
!
?…航
法
効
い
て
ん(

い
ま
す
。
ぜ
か

一
度
お

出
か
け
く
だ
い
。

0期間 8月16日(村-20日(日)

o会場 小杉町県民公園太閤山ランド

o内容 子ども伝承芸能、サウンド紙芝居、

ミニ SL、ラジコンへリ、クイズオリエ

ンテーリング、you遊ランド、世界の児童

画展、青空児童館など

0問い合わせ先 県庁児童家庭課
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後
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…
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ー

7
月
号
の
記
事
訂
正
|

2
頁
の
議
決
さ
れ
た
議
案
の

う
ち
総
務
費
の
約
三
億
九
千
七

百
万
円
を
三
十
七
万
円
に
訂
正

し
ま
す
。

印刷/魚津印刷株式会社

(7月1日現在)

人(前月対比)

人口(男)23，821(ー 2)

(女)25，840(ー7)

計 49，661(-9) 

世帯数 13，913世帯

λ，・ 口

編集/企画広報室

の市


